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　本書は，平成 27 年度に公益財団法人徳島県埋蔵文化財センター

が実施した事業の概要をまとめたものです。

　平成 27 年度も当法人では，徳島県から委託を受け，発掘調査・

出土品整理・普及事業などを実施しました。

　発掘調査では，国交省関連の徳島管内道路改築事業，県の道路改

築事業・総合流域防災事業等に伴って田浦遺跡・川原田遺跡など 4

遺跡の発掘調査を実施しました。

　出土品整理では，深瀬遺跡・徳島城下町跡・拝東遺跡の整理と報

告書の刊行，新居見遺跡・川西遺跡・清成遺跡の整理を行いました。

　普及では，速報展「2015 発掘とくしま」とその関連行事などを

実施しました。

　一方，平成 27 年 9 月，徳島市観音寺遺跡・敷地遺跡から出土し

た木簡・木製品・土器など 922 点が「徳島県観音寺・敷地遺跡出土品」

として重要文化財の指定を受けました。これは，当法人にとっても，

県立埋蔵文化財総合センターが設立された平成 7 年度に「矢野銅鐸」

が重要文化財に指定されたことに匹敵する大きなニュースとなりま

した。

　折しも平成 27 年度は，当総合センター設立 20 周年の節目の年

でもありました。県教育委員会は，この節目の年を記念して，新指

定重要文化財の特別展示・記念シンポジウムなどを当法人と連携し

て開催するとともに，当総合センターの愛称を広く公募し，「レキ

シルとくしま」と新しく命名しました。

　さらに，平成 27 年 4 月，当法人は県立埋蔵文化財総合センター

の指定管理者として三度目の指定を受けたところです。指定管理者

としましても，この親しみやすい「レキシルとくしま」の愛称にふ

さわしい管理運営に今後とも努力して参りたいと考えていますの

で，引き続き，関係の皆様のより一層のご理解とご協力を賜ります

ようお願い申し上げる次第です。

公益財団法人　徳島県埋蔵文化財センター
理事長　福家清司

は じ め に
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１　本書は公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターの平成 27 年度事業をまとめた年報である。

２　Ⅲ調査事業報告に関する地形図は国土地理院発行１／ 50,000 地形図を転載したものであり，各図

　　に図幅名を記した。

３　Ⅲ調査事業報告，Ⅳ整理事業報告，Ⅴ普及事業の概要は各担当者が執筆し，その責を文末に記した。

　　また，全体の編集については氏家が行った。

目　　　次

例　言
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１　設立の目的
　徳島県内における埋蔵文化財（出土した文化財を含む。）の調査・研究に関する事業を行い，文化財

保護意識の啓発普及を図り，もって地域文化の振興に寄与することを目的とする。

２　設立年月日
　平成元年 4 月 1 日（平成 22 年 4 月 1 日公益財団法人移行）

３　事業内容
　⑴埋蔵文化財の発掘調査及び研究を行う事業

　⑵出土した文化財の整理及び保存を行う事業

　⑶埋蔵文化財の活用及び保護意識の啓発普及に関する事業

　⑷徳島県立埋蔵文化財総合センターの管理運営に関する事業

　⑸その他この法人の目的を達成するために必要な事業

４　資産及び会計
　⑴資産構成　　財団設立当初の財産，寄附金品，事業収入，資産収入，その他の収入

　⑵資産種別　　基本財産，運用財産

　⑶事業年度　　毎年 4 月 1 日から翌年 3 月 31 日まで

　⑷基本財産　　10,000,000 円

　⑸決 算 額　　318,204,400 円（平成 27 年度事業収入）

５　評議員
　⑴評 議 員　　5 名（定数 3 名以上 5 名以内）

　⑵任　　期　　4 年

　⑶評議員会

　　①権限　　　ア　評議員，理事及び監事の選任及び解任

　　　　　　　　イ　貸借対照表及び正味財産増減計算書並びにこれら附属明細書の承認

　　　　　　　　ウ　定款の変更等

　　②開催　　　定時評議員会（年 1 回開催），臨時評議員会

６　役員
　⑴理　事　　　9 名（定数 3 名以上 10 名以内）

　　理事のうち 1 名を理事長，1 名を副理事長，1 名を専務理事，1 名を常務理事とする。

　⑵監　事　　　2 名（定数 2 名以内）

　⑶任　期　　　2 年

　⑷理事会

　　①権限　　　ア　法人の業務執行の決定

　　　　　　　　イ　理事の職務の執行の監督

　　　　　　　　ウ　理事長，副理事長，専務理事及び常務理事の選定及び解職

　　②開催　　　通常理事会（年 2 回開催），臨時理事会

公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターの概要
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７　主たる事務所
　

　⑴徳島県立埋蔵文化財総合センター内

　　①所 在 地　　徳島県板野郡板野町犬伏字平山 86 番２

　　②敷地面積　　16,093㎡

　　③建　　物　　鉄筋コンクリート造 2 階建（一部鉄骨造）255,405㎡

　　　　　　　　　事務所，研究員室，展示室，図書資料室，情報処理室，分析室，機材保管室，

　　　　　　　　　整理復元室，写真撮影室，木器，鉄器処理室等

８　事務局職員（平成 27 年 5 月 1 日現在）

　⑴常勤職員　　　20 名

　　内　訳　　　　派遣職員等 3 名，財団職員 12 名，嘱託職員 3 名，研究補助員 2 名

　⑵非常勤職員　　27 名

　　内　訳　　　　調査補助員 4 名，整理作業員 23 名　
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評議員会 理 事 会

所　 長 事務局長

総 務 課

事 業 課

庶 務 係

調 査 係

整 理 係

普 及 係

１ 評議員・役員
　　評 議 員  　 天羽　利夫　　　鳥居龍蔵を語る会代表
　　　　　　　　木原　克司　　　鳴門教育大学大学院名誉教授
　　　　　　　　村澤　普恵　　　徳島大学国際コーディネーター
　　　　　　　　仁義　知得　　　元県立美術館長
　　　　　　　　伊丹　康裕　　　元県中央児童相談所長
　　理 事 長　　福家　清司　　　所長
　　副理事長　　佐野　義行　　　県教育委員会教育長
　　専務理事　　菅原　康夫　　　事務局長
　　理　　事　　真鍋　俊照　　　四国大学教授・大日寺住職
　　　　　　　　佐々木清克　　　元県立文書館長
　　　　　　　　両角　芳郎　　　元県立博物館長
　　　　　　　　吉田　一紀　　　元県教育委員会文化財課長
　　　　　　　　竹原　紀幸　　　元県教育委員会教育文化政策課長
　　　　　　　　加藤　弘道　　　県教育委員会教育文化政策課長
　　監　　事　　長地　孝夫　　　公認会計士
　　　　　　　　長松　宜洋　　　県教育委員会生涯学習政策課長

2 職　員

　　所　　長（ 理 事 長 ）　 福家　清司

　　事務局長（専務理事）  　菅原　康夫

　◇総 務 課

　　課　　長　　藤田　吉則　

　　庶 務 係

　　庶務係長　　大橋　育順

　　主任主事　　妹尾　　悟

　　事務嘱託員　　濵　佳緒里

　　　　〃　　　　　細田　愛美　

◇事 業 課

　課　　長　　藤川　智之

　担当課長　　矢野　　修

　調 査 係

　専門研究員　　栗林　誠治，　島田　豊彰

　研究補助員　　市村　　恵，　曽根　大地　　　

　整 理 係

　課長補佐　　氏家　敏之

　専門研究員　　原　　芳伸，　近藤　　玲

　　　　　　　田川　　憲，　大北　和美

　普 及 係

　専門研究員　　植地　岳彦

　事務嘱託員　　桐山　美穂

Ⅰ 平成 27 年度 公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターの組織
平成 27 年 5 月 1 日現在

3 組　織　図
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1　評議員会・理事会の開催状況について
　(1) 第 22 回 書面理事会

　　　　　開催日　　　平成 27 年 4 月１日（水）

　　　　　議　案　　　監事の選任について

　(2) 第 10 回 書面評議員会

　　　　　開催日　　　平成 27 年４月 1 日（水）

　　　　　議　案　　　監事の選任について

　(3) 第 23 回 書面理事会

　　　　　開催日　　　平成 27 年 5 月 1 日（金）

　　　　　議　案　　　理事の選任について

　(4) 第 11 回 書面評議員会

　　　　　開催日　　　平成 27 年 5 月 1 日（金）

　　　　　議　案　　　理事の選任について

　(5) 第 24 回 通常理事会

　　　　　開催日　　　平成 27 年 5 月 20 日（水）

　　　　　議　案　　　平成 26 年度事業報告について

　　　　　　　　　　　平成 26 年度事業収支決算について

　(6) 第 12 回 定時評議員会

　　　　　開催日　　　平成 27 年 6 月 4 日（木）

　　　　　議　案　　　平成 26 年度事業報告について

　　　　　　　　　　　平成 26 年度事業収支決算について

　(7) 第 25 回 通常理事会

　　　　　開催日　　　平成 28 年 3 月 28 日（月）

　　　　　議　案　　　平成 27 年度事業計画の変更について

　　　　　　　　　　　平成 27 年度事業収支予算の補正について

　　　　　　　　　　　平成 28 年度事業計画について

　　　　　　　　　　　平成 28 年度事業収支予算について

Ⅱ 平成 27 年度事業概要
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2　事業の実施状況について
　(1) 埋蔵文化財発掘調査業務

　　　　県から委託を受けて , 次の 3 事業に関連する 4 遺跡 , 表面積 7,603㎡ , のべ 20,623㎡の発掘調

　　　査業務を行った。

　　①平成 27 年度徳島管内道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

　　　　　遺跡名　　佃遺跡　　　　　　　調査面積　　521㎡（のべ 521㎡）

　　　　　遺跡名　　田浦遺跡　　　　　　調査面積　　440㎡（のべ 880㎡）

　　②平成 27 年度道路改築事業（徳島環状線国府・藍住工区）に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

　　　　　遺跡名　　川原田遺跡　　　　　調査面積　　4,502㎡（のべ 17,082㎡）

　　③平成 27 年度総合流域防災事業（黒谷川）に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

　　　　　遺跡名　　黒谷川古城遺跡　　　調査面積　　2,140㎡（のべ 2,140㎡）

　(2)　埋蔵文化財出土品整理業務

　　　　県からの委託を受けて , 次の 5 事業に関連する 6 遺跡の出土品整理を行い , 深瀬遺跡 , 徳島城

　　　下町跡 , 拝東遺跡の報告書の刊行を行った。

　　①平成 27 年度徳島管内道路改築事業に伴う埋蔵文化財発掘調査業務

　　　　　遺跡名　　川西遺跡　　　　　　整理箱数　　151 箱

　　　　　遺跡名　　新居見遺跡　　　　　整理箱数　　128 箱

　　②平成 27 年度那賀川河川改修事業（深瀬堤防）に伴う発掘調査委託業務

　　　　　遺跡名　　深瀬遺跡　　　　　　整理箱数　　24 箱

　　③平成 27 年度徳島地家簡裁庁舎敷地埋蔵文化財出土品整理業務

　　　　　遺跡名　　徳島城下町跡　　　　整理箱数　　140 箱

　　④平成 27 年度徳島県立農林水産総合技術支援センター整備運営事業に係る埋蔵文化財整理業務

　　　　　遺跡名　　清成遺跡　　　　　　整理箱数　　140 箱

　　⑤平成 27 年度鳴門・池田線緊急地方道路整備事業関連埋蔵文化財整理業務

　　　　　遺跡名　　拝東遺跡　　　　　　整理箱数　　117 箱

　(3) 平成 27 年度徳島県立埋蔵文化財総合センター収蔵庫等管理業務

　　　　県立埋蔵文化財総合センターに収蔵されている埋蔵文化財の管理と普及に関する業務を実施し

　　　た。

　(4) 遺物保存処理等業務

　　　　埋蔵文化財保護の拠点である県立埋蔵文化財総合センターにおける収蔵品等の検索システムの

　　　構築 , 遺物保存処理等の業務を実施した。

　(5) とくしま「いにしえのたから（文化財）」次世代継承事業　徳島のたから速報展

　　　　埋蔵文化財発掘調査業務の成果を広く還元するために , 埋蔵文化財速報展「発掘とくしま」及

　　　び関連行事を実施した。

　(6) 徳島県立埋蔵文化財総合センターの管理運営業務

　　　　県教育委員会から指定された同センターの指定管理者として , 適切な管理運営業務を行った。
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科　　　目 平成 26 年度 平成 27 年度 比較増減額 備　　　考

１　基本財産運用収入 30,003 30,000 △  3
２　事　 業 　収 　入 326,941,160 318,204,400 △   8,736,760
３　特定資産運用収入 7,562 7,569 7
４　雑 　　収 　　入 459,970 583,530 123,560
５　繰　　 越　 　金 3,030,837 3,030,837 0

合　　　計 330,469,532 321,856,336 △   8,613,196  

科　　　目 平成 26 年度 平成 27 年度 比較増減額 備　　　考

１　事　業　費 285,532,842 275,560,685 △  9,972,157
２　管　理　費 41,905,853 43,264,814 1,358,961

合　　　計 327,438,695 318,825,499 △  8,613,196

年　度 発掘面積（㎡） 整理コンテナ数（箱） 総事業費（円）
平成元 28,480 2,168 156,518,712

２ 192,320 ー 901,759,018
３ 79,169 1,994 373,471,037
４ 62,871 1,237 288,440,306
５ 17,414 708 411,395,390
６ 22,206 572 466,667,478
７ 98,707 819 1,806,576,390
８ 246,852 1,016 3,073,287,360
９ 102,161 1,145 3,471,304,650
10 72,204 2,655 1,746,591,400
11 53,253 2,783 1,879,475,750
12 92,473 2,403 2,231,271,799
13 92,745 2,800 1,907,957,562
14 92,714 2,800 1,772,501,177
15 73,738 2,817 1,517,108,520
16 27,328 2,803 963,345,800
17 24,596 2,800 942,687,000
18 28,150 2,800 855,382,500
19 28,711 2,940 879,415,900
20 21,365 700 467,417,000
21 22,680 480 465,879,000
22 22,504 420 379,320,800
23 28,284 140 402,160,600
24 26,264 280 451,607,000
25 22,403 525 399,380,000
26 11,286 770 326,941,160
27 20,623 700 318,204,400

公益財団法人徳島県埋蔵文化財センターの平成 27 年度の収支決算等は次のとおりである。

⑶ 平成 27 年度収支差額

収入額合計　　　　　　　　　321,856,336 円

支出額合計　　　　　　　　　318,825,499 円

次期繰越額　　　　　　　　　　 3,030837 円

３ 平成 27 年度収支決算

⑴ 収入の部 （単位：円）

⑵ 支出の部 （単位：円）

⑷ 事業量の推移
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　県からの委託を受けて次の 4 遺跡，表面積 7,603㎡，のべ 20,623㎡の発掘調査業務を行った。

　調査対象地となったのは，徳島市・小松島市・三好市・板野郡板野町である。

　田浦遺跡（小松島市田浦町）では平成 23 年度から調査が実施され，これまでの調査で弥生時代から

鎌倉時代にかけての多数の遺構・遺物が確認された。周辺の地形などからみて調査地点は，勝浦川の旧

河道沿いにあることが想定され，これまで検出された遺構群の北東の縁辺部に相当する。古代・中世の

遺構は希薄であったが，最下層の弥生時代の包含層中の遺物は従来通り濃厚な密度であった。弥生時代

集落はこれまで確認されていないものの，近接地であることは間違いなく，微高地の広がりを考慮する

と田浦町南西部の中村地区を中心とするだろう。

　川原田遺跡（徳島市国府町）徳島環状線関係の調査が平成 26 年度に再開され，その隣接地に当たる。

平成 26 年度では中世後半を中心とする水田遺構が検出されたが，継続する水田域と方形区画を伴う屋

敷地が確認された。屋敷地の位置は調査区域の中でもやや高所に位置し，さらに現在の川原田地区の集

落にかけて微高地の広がりが見られるため，集落域は北東に展開することが想定される。また，これま

で古代の開発を想起させる遺構は確認されていないが，微高地周辺においてはより古い段階での開発が

行われていたと考えられる。次年度以降の継続により解明に期待を抱かせるものである。

　黒谷川古城遺跡（板野郡板野町古城）は隣接地において平成元年に発掘調査を行っている。遺構・遺

物が散見され，板西城推定地の北の縁辺に当たることが想定される。

　佃遺跡（三好市井川町）は，平成 25 年度調査の隣接地で河岸段丘上に立地する。弥生時代と室町時

代の遺構・遺物が散見された。小さな谷筋に集中的な弥生土器の投棄があったことから，段丘面に集落

の存在が想定される。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（藤川）

Ⅲ 調査事業報告
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遺 跡 名 所 在 地 調査面積 調査期間 時　　代 遺　　構 遺　　物
1 佃遺跡 三好市井川町西井川 521㎡

（表面積）

521㎡

（のべ面積）

H27.5.1 ～ H27.6.30 ◎弥生時代

○室町時代

掘立柱建物・小穴・

溝・ 土 坑・ 不 明 遺

構

弥生土器・土師器・陶器・

磁器・石器・石製品・

金属製品

2 田浦遺跡 小松島市田浦町字妙蓮 440㎡

（表面積）

880㎡

（のべ面積）

H28.1.1 ～ H28.3.31 ○弥生時代

○奈良時代

○平安時代

○鎌倉時代

小穴・土坑・溝 弥生土器・土師器・須恵器・

瓦器・石器・石製品

遺跡名 所 在 地 調査面積 調査期間 時　　代 遺　　構 遺　　物
3 川原田遺跡 徳島市国府町西野字川原田

他

4,502㎡

（表面積）

17,082㎡

（のべ面積）

H27.4.1 ～ H27.12.31 〇平安時代

◎鎌倉時代

◎室町時代

掘 立 柱 建 物・ 溝・

土 坑・ 水 田 区 画・

不明遺構

土師器・陶器・磁器・銭貨・

石製品

4 黒 谷 川 古 城 遺

跡

板野郡板野町古城字城ノ内 2,140㎡

（表面積）

2,140㎡

（のべ面積）

H27.12.1 ～ H28.3.31 〇室町時代 小 穴・ 土 坑・ 溝・

水 田 区 画・ 不 明 遺

構

土師質土器・陶器・磁器

N

20km0

外部委託事業（●）
県事業（■）

1

3

4

2

■

■

調査事業一覧
外部委託事業等関連埋蔵文化財発掘調査業務一覧

発掘調査地点位置図

県事業等関連埋蔵文化財発掘調査業務一覧

―　10　―



三好市井川町西井川

平成 27 年 5 月 1 日～平成 27 年 6 月 30 日

島田　曽根

　佃遺跡は吉野川中流域の南岸，井川町の河岸段

丘上および沖積地の標高約 90m の地点に立地し

ている。井川町域ではいずれも佃遺跡より西方の

河岸段丘上において，弥生後期の集落である井出

上遺跡や平安時代の集落の相知遺跡等が存在して

いる。

　地形は吉野川に向かう北側へと緩やかに傾斜し

ている。検出された遺構面は 1 枚であり，耕作

土および床土の直下において検出されることが多

く，遺物包含層が存在するのは最も標高の低い北

寄りの部分のみであった。主な遺構は掘立柱建物

が 1 棟，溝が 2 条，土坑が 11 基，小穴 183 基

等が検出されている。出土した遺物から 2 時期

の遺構が存在しており，弥生時代中期末～後期初

頭の遺構である SK1009 からは床面から甕がほ

ぼ完形の状態で出土している。中世の遺構である

SK1003 からは見込み部分に双魚文の描かれた青

磁碗や北宋銭などが出土しており，室町期の地鎮

祭祀に伴う遺物と考えられる。

　今回の調査区は平成 25 年度に行われた調査区

の東側に位置しており，集落の範囲が拡がってい

ることが確認できた。また弥生時代の遺物は中期

末，後期～終末期にかけてのものが出土してお

り，集落が継続的に存在している可能性が考えら

れる。中世では掘立柱建物も検出されており，狭

小な段丘部に展開する集落の貴重な事例と評価で

きるだろう。（島田）

佃　遺 跡

調査概要

遺構と遺物

ま と め

所 在 地
調査期間
担 当 者

1　調査地の位置（池田）

2　遺構面完掘状況（南から）

4　SK1009 遺物出土状況②

3　SK1009 遺物出土状況①
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⇒

　田浦遺跡は，小松島市田浦町の勝浦川の右岸に

形成された，標高約 4 ｍの沖積平野上に立地す

る。田浦遺跡は北側の妙蓮地区と南側の子安地区

を跨いで展開している。『徳島県遺跡地図』には，

子安地区は中世遺物が散布する埋蔵文化財包蔵地

（散布地 203-34/35）として記される。

本遺跡の西に隣接する子安観音塚古墳があり，鉄

剣や甲冑が出土したとされる。また円墳とされる

お子守塚もある。田野山地の前山には古墳時代中

期築造の前山古墳や，円筒埴輪や人物埴輪が出土

した前山遺跡など，周辺には古墳が点在する。

　今回の調査では，北側に旧流路が走り，標高も

下ることや，田浦遺跡が営まれた微高地の北端部

に位置することなどから，調査前から古代～中世

集落縁辺部にあたることが推測された。第 1・2

遺構面は土坑や小穴などを検出し，土師器皿など

が埋納された地鎮めと思われるピットなどを確認

した。掘立柱建物などの構築物と捉えるまでには

至らなかったが，少数ながら遺構が確認されたこ

とにより，集落の一部を形成していたと思われる。

　古代～中世集落の他、さらに下層においても，

弥生後期前半頃の土器などの遺物が多く出土し

た。第 3 遺構面では SX1 基を検出したが，それ

以外の明瞭な遺構は希薄である。

これまでの本遺跡の調査と同様，弥生土器の出土

から，集落の存在が確実視されるものの，明瞭な

遺構を伴わない。調査地の地形から，西側あるい

は南東の微高地状に弥生集落が存在するものと推

測される。（原）

小松島市田浦町字妙連 40-1

平成 28 年 1 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

原　曽根　

田 浦 遺 跡

調査概要

遺構と遺物

ま と め

所 在 地
調査期間
担 当 者

1　調査地の位置（徳島・阿波富岡）

2　調査地点遠望（矢印下・北東から）

3　SX3001 弥生土器出土状況
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徳島市国府町川原田字西野 36 他

平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 12 月 31 日

栗林　原　島田　市村　曽根

　川原田遺跡は鮎喰川と吉野川に挟まれた標高約

5m の沖積地に位置している。調査区の西側には

飯尾川が北流し，途中で向きを変えて東へと流れ

ている。南側は古代～中世にかけての集落や水田

域が拡がる池尻・桜間遺跡に接し，また北側に近

接する西黒田付近は 8 世紀に設置された東大寺

領新島庄大豆処に比定されている。

　遺構面は計 6 枚検出されており，南側の 2A 区

からは水田とそれに伴う灌漑設備を中心とした遺

構群，北側の 3 区からは掘立柱建物を中心とし

た集落遺構群が，それぞれ検出されている。水田

は 5 枚検出されており，出土遺物から最も上位

の面が 16 世紀後半～ 17 世紀初頭と考えられる。

昨年度の調査と同様に、下部の水田は第 2 遺構

面は 16 世紀前半，第 3 遺構面は 14 世紀代と推

定される。第 4 遺構面は洪水砂によって覆われ

ており，時期は 13 世紀代と推定される。第 5 遺

構面は水田開発の初期にあたり，時期は出土した

遺物から 10 世紀代と考えられる。集落跡は 3 区

の中央から南側にかけて遺構が集中しており，い

ずれの面の掘立柱建物も周囲に区画溝が伴ってい

る。また北側の空閑地には長方形土坑がまとまっ

ており，墓域を形成するものと考えられる。

　前年の調査に続いて 10 ～ 17 世紀にかけての

水田経営の状況が確認されたが，今回は新たに集

落域が確認されたことで，中世における飯尾川流

域の微高地上での水田開発の具体的な様子が明ら

かとなった。（栗林）　　

川 原 田 遺 跡

調査概要

遺構と遺物

ま と め

所 在 地
調査期間
担 当 者

1　調査地の位置（川島）

2　2A 区第 4 遺構面完掘状況（南から）

3　3 区第 3 遺構面完掘状況（南から）

4　3 区第 3 遺構面遺物出土状況
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板野郡板野町古城字山城ノ内

平成 27 年 12 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

栗林　市村

　黒谷川古城遺跡は旧吉野川と犬伏谷川，黒谷川

によって形成された標高約 5m の平坦面に所在し

ている。遺跡の主体は黒谷川南北両岸に形成され

た微高地上に立地しており，南岸の微高地上には

板西城が想定されている。今回の調査地点は微高

地の北端部分に該当すると考えられる。

　調査区の現況は川成である。平成元年度にお

ける隣接地点の調査においては，第 1 層（表土）

は水田耕作土，第 2 層が床土，第 3 層は旧耕作

土とされており，その下に約 1m 程の遺物を包含

するオリーブ褐色粘質土層が存在しており，直下

で遺構面が検出されている。今回の調査では上面

の削平が著しく，包含層は約 10cm 前後を残すの

みとなっており，その下のオリーブ褐色粘性砂質

土上面において遺構が検出されている。主な遺構

は溝が 23 条，井戸 2 基，土坑 78 基，小穴 170

基等が存在している。溝は主に東西方向を指向し

ており，平成元年度調査時の溝と直交すると推定

される。遺物は土師質土器，陶器，磁器などが出

土しているが，いずれも小片である。

　今回の調査では，板西城推定地の北側の微高地

縁辺部において，戦国期以降の水田遺構に関連す

る灌漑設備とみられる遺構群が検出された。吉野

川下流域における当該期の土地利用の実態を示す

好資料といえるだろう。（栗林）

黒 谷 川 古 城 遺 跡

調査概要

遺構と遺物

ま と め

所 在 地
調査期間
担 当 者

1　調査地の位置（川島）

2　NE 区完掘状況

3　SW 区完掘状況

4　遺物出土状況
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事 業 名 遺 跡 名 所 在 地 整理期間 担当者名 整理概要 備　考

平成 27 年度徳島管内道路改築

事業に伴う埋蔵文化財発掘調査

業務

川西遺跡 徳 島 市 上 八 万

町

H27.5.1 ～

H28.3.31

近藤 , 氏家 接合 , 復元 , 遺物実測 , 観察表入力 , ト

レース図作成等

新居見遺跡 小 松 島 市 新 居

見町

H27.5.1 ～

H27.3.31

島田 , 植地 洗浄 , 注記 , 接合 , 復元等

平成 27 年度那賀川河川改修事

業（深瀬堤防）に伴う埋蔵文化

財発掘調査委託業務

深瀬遺跡 阿南市深瀬町 H26.5.1 ～

H27.6.30

原 編集レイアウト , 原稿執筆等 報 告 書 300 部 刊

行と発送

平成 27 年度徳島地家簡裁庁舎

敷地埋蔵文化財出土品整理業務
徳島城下町跡 徳島市徳島町 H27.5.1 ～

H28.3.31

大北 , 氏家 遺物実測 , トレース , 図版作成 , 観察表

作成 , 編集レイアウト , 原稿執筆等
報 告 書 300 部 刊

行と発送

平成 27 年度鳴門・池田線緊急

地方道路整備事業関連埋蔵文化

財整理業務

拝東遺跡 美馬市脇町 H27.4.1 ～

H28.1.31

氏家 トレース , 図版作成 , 観察表作成 , 編集

レイアウト , 遺物写真撮影 , 原稿執筆

等

報 告 書 300 部 刊

行と発送

平成 27 年度徳島県立農林水産

総合技術支援センター整備運営

事業に係る埋蔵文化財整理業務

清成遺跡 名西郡石井町 H27.4.1 ～

H27.12.31

田川 , 近藤 ,

大北 , 原

接合 , 復元 , 遺物実測 , 観察表作成 , ト

レース図作成等

徳島県からの委託を受け，次の 5 事業 6 遺跡の出土品整理業務を実施した。

Ⅳ 整理事業報告

出土品整理業務一覧

川西遺跡　実測作業 徳島城下町跡　木製品保存処理作業

拝東遺跡　トレース作業 清成遺跡　復元作業
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　平成 27 年度の普及事業は，埋蔵文化財の保護・活用と普及啓発を目的とし，指定管理者としての自

主事業を中心に，従来の業務も継承しながら，更なる充実のための創意工夫を加えて実施した。

1　管理運営業務
収蔵庫資料整理等業務

　埋蔵文化財保護の拠点である県立埋蔵文化財総合センターにおいて， 県内の埋蔵文化財の保存・ 活用

が一層図られることを目的とし，遺物保存処理， 収蔵庫内の資料保管， 検索ファイルの作成， 図書受納

等の業務を行った。

2　徳島県立埋蔵文化財総合センター（対象施設）の管理運営業務
　県教育委員会から指定された同センターの指定管理者として， 管理運営事業計画に記載した管理運営

の基本方針（利用促進，サービス向上，コスト削減，施設の適正な維持管理，地域への貢献・連携，安

全管理，環境への配慮）に沿って，適切な管理運営業務を実施した。

　(1) 対象施設の利用状況

　　　・期間 　平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日

　　　・来所者数 　9,010 人

　(2) 自主事業の実施状況

　　①埋蔵文化財企画展示

　　第 1 回　『大松遺跡の中世人をとりまく動物たち～出土した貝と骨から～』

　　　・実施期間 　平成 27 年 6 月 2 日（火） ～ 7 月 19 日（日）

　　　・来所者数　984 人　

　　第 2 回　『触れる土器展示』

　　　・実施期間　平成 27 年 7 月 21 日（火）～ 8 月 23 日（日）

　　　・来所者数　1,102 人

　　第 3 回　『長国の埋蔵文化財展』

　　　・実施期間 　平成 27 年 8 月 29 日（土） ～ 9 月 27 日（日）

　　　・来所者数　497 人

　　第 4 回　『銭　発掘！』

　　　・実施期間 　平成 28 年 12 月 19 日（土） ～ 1 月 31 日（日）

　　　・来所者数　783 人

　　第 5 回　『徳島の縄文遺跡から』

　　　・実施期間 　平成 28 年 2 月 2 日（火） ～ 3 月 27 日（日）

　　　・来所者数　1,333 人

Ⅴ 普及事業報告
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　　②『アワコウコ楽デリバリー』

　　第 1 回　徳島県庁県民広場展示『アワの埴輪の世界』

　　　・実施期間　平成 27 年 5 月 14 日（木）～ 6 月 12 日（金）

　　第 2 回　キョーエイ鳴門駅前店展示『鳴門の遺跡展』

　　　・実施日　 平成 27 年 9 月 12 日（土）～ 9 月 20 日（日）

　　　・展示解説実施日　平成 27 年 9 月 19 日（土）植地専門研究員

　　第 3 回　徳島県庁県民広場　『銭　発掘！』

　　　・実施期間　平成 27 年 11 月 16 日（月）～ 12 月 18 日（金）

　　③第 1 回四国地区埋蔵文化財センター発掘へんろ展『四国の黎明』

　　四国各県の旧石器・縄文時代の遺跡から出土した遺物を選出して企画展示を行った。

　　　・実施期間 平成 28 年 1 月 12 日（火）～ 3 月 13 日（日）

　　　・来所者数　1,513 人

　　関連行事　おもしろ古代体験『世界に一つの縄文土器づくり』

　　　・実施日　平成 28 年 2 月 7 日（日）成形・28 日（日）焼成　　　　　

　　　・参加者数　成形　45 人　焼成　24　人

　　

　　④古代体験まつり　

　　古代体験を 1 日でたくさんできるイベントとして実施した。

　　実施内容　発掘体験，銅鐸，ガラス玉，勾玉，ドロメンコ，火おこし，麦種まき，

　　　　　　　缶バッジ，組紐，古代衣装試着，スケッチコンクール，古代米ポン菓子

　　　・実施日　 平成 27 年 10 月 25 日（日）

　　　・来所者数　1,217 人

　　⑤夏休みおもしろ古代体験　　夏休み特別企画として，児童・生徒対象に古代体験を実施した。

　　　・実施日

　　　『ガラス玉を作ろう』　平成 27 年 7 月 23 ～ 24 日（55 人）                   　

　　　『ドロメンコ』　　　　平成 27 年 7 月 31 日・8 月 6 ～ 7 日（23 人）

　　　『火おこし』　　　　　平成 27 年 8 月 4 ～ 5 日（30 人） 

　　　『勾玉を作ろう』　　　平成 27 年 8 月 11 ～ 16 日（265 人 ) 

　　　『ガラス勾玉』　　　　平成 27 年 8 月 18 ～ 19 日（26 人）

古代体験まつり風景
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　　　『銅鐸・銅鏡鋳造』　　平成 27 年 8 月 20 ～ 21 日（27 人）

　　　『草木染』　　　　　　平成 27 年 8 月 23 日（21 人）

　　　・総体験者数　447 人

　　

　　⑥まいぶんスケッチコンクール

　受付係が中心となって，展示室にある遺物を題材として色鉛筆で絵を描くイベントを実施した。実施

後，優秀作品を選定し，古代体験まつり開催日に表彰を行った。作品はエントランスに展示し，HP 上

で公開した。

　　　・実施期間　夏季　平成 26 年 7 月～ 8 月　

　　　・参加者数　125 人

　　⑦日曜考古学専門講座　　全 6 回

　　　テーマ『「阿波古代中世開発史」への挑戦』　

　　　　講師　福家　清司（公益財団法人　徳島県埋蔵文化財センター）　

　　　　『鮎喰川流域の開発』　　　　　平成 27 年 5 月 31 日 （ 38 人）

　　　　『吉野川下流域の開発』　　　　平成 27 年 6 月 14 日  （32 人）

　　　　『吉野川上中流域の開発』　　　平成 27 年 7 月 12 日 （ 35 人）

　　　　『那賀川・海部川流域の開発』   平成 27 年 9 月 27 日  （84 人）

　　　　『勝浦川流域の開発』　　　　　平成 27 年 10 月 18 日 （31 人）　

　　　　『阿波山間地域の開発』　　　　平成 28 年 2 月 21 日  （24 人）

　　　・受講者数　244 人

　　⑧アワコウコ楽公開講座

　　　（ア）『2016 発掘とくしま』関連講座

　　　　平成 27 年 12 月 19 日（土）

　　　　講演　『中世の喫茶文化―出土する茶道具とその価値観―』

　　　　講師　　降矢　哲男　氏（京都国立博物館研究員）

　　　　報告　『新居見遺跡調査成果報告』

　　　　報告者　島田　豊彰　専門研究員

　　　・受講者数　86 人　

　　　( イ )『発掘へんろ展－四国の黎明－』関連講座

　　　　第 1 回　　平成 28 年 1 月 31 日 ( 日 )　『四国の黎明』

　　　　報告１『四国の黎明－先史の資源と技術』

　　　　報告者　多田　仁　氏（公益財団法人　愛媛県埋蔵文化財センター）

　　　　報告２『石器石材からみた四国－サヌカイトを中心に―』

　　　　報告者　小野　秀幸　氏（香川県埋蔵文化財センター）

　　　　報告３『縄文人の食べ物を考える－高知県の遺跡を中心に－』　　
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月　日 団体名 学年 人数 見学 体験
1 5 月 8 日 北島町北島小学校 6 年 80 ○ ○
2 5 月 8 日 北島町北島南小学校 6 年 84 ○ ○
3 5 月 14 日 鳴門市明神小学校 5 年 37 ○ 　
4 5 月 20 日 鳴門市撫養小学校 4 年 46 ○ 　
5 5 月 21 日 那賀郡鷲敷中学校 １・３年 62 ○ ○
6 5 月 21 日 徳島市新町小学校 5 年 20 ○ 　

　　　　報告者　坂本　憲昭　氏（公益財団法人　高知県文化財団埋蔵文化財センター）

　　　・受講者数　49 人　

　　　　第 2 回　　平成 28 年 3 月 6 日（日）『日本の黎明』

　　　　講演『旧石器時代から縄文時代へ―「不動産文化」の誕生－』

　　　　講師　　稲田　孝司　氏（岡山大学名誉教授）

　　　　報告『吉野川と旧石器・縄文人のくらし』

　　　　報告者　氏家　敏之（公益財団法人　徳島県埋蔵文化財センター）

　　　・受講者数　60 人

　

　　⑨アワコウコ学ボランティア倶楽部

　　　（ア）万葉の植物を楽しむプロジェクト・・・万葉集研究や「万葉の小道」の整備を行った。

　　　（イ）古代ものづくりプロジェクト・・・・・草木染めやホタル籠つくりのイベントを開催した。

　　　（ウ）遺跡案内人プロジェクト・・・・・・・県南の遺跡について研究し，現地ガイドを行った。

　　　・実施回数 実習・全体会あわせて　51 回

　　　・参加者数 のべ　202 人

　　⑩県南の遺跡巡りバスツアー（海部城・大里古墳・海陽町立博物館・田井遺跡・弁慶の岩屋古墳）

　県南の遺跡を見学し，遺跡案内人プロジェクトのメンバーが現地案内を行った。

　　　・実施日　平成 28 年 3 月 19 日（土）

　　　・参加者数　45 人

　

　(3) 徳島県立埋蔵文化財総合センター公式ホームページの管理

・アクセス数 　24,820

　(4) 団体来所対応　　団体　1,809 人　

ホタル籠つくり体験風景
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月　日 団体名 学年 人数 見学 体験
7 5 月 22 日 板野支援学校 　 8 ○ ○
8 5 月 22 日 板野高校科学部 　 11 ○ ○
9 5 月 29 日 デイケアなごみ 　 15 ○ 　

10 6 月 5 日 吉野川市学島小学校 6 年 20 ○ ○
11 6 月 5 日 デイケアハウス緑樹会 　 25 ○ 　
12 6 月 6 日 板野町板野東小学校 6 年 59 ○ ○
13 6 月 6 日 グッドジョブセンターかのん 　 40 ○ 　
14 6 月 12 日 板野町板野西小学校 3 年 24 ○ 　
15 6 月 16 日 板野町板野西小学校 6 年 25 ○ 　
16 6 月 21 日 龍谷大学文学部 　 44 ○ 　
17 7 月 1 日 仲良しクラブ 　 10 ○ 　
18 7 月 1 日 徳島大学中村ゼミ 　 4 ○ 　
19 7 月 3 日 京都大学考古学研究室 　 11 ○ 　
20 7 月 9 日 大麻福祉の森ゆうあい 　 17 ○ 　
21 7 月 10 日 富岡東中学校 1 年 86 ○ ○
22 7 月 30 日 美馬市・郡小教研社会部会 　 20 ○ 　
23 8 月 3 日 県小中学校社会科研修会 　 14 ○ ○
24 8 月 6 日 県立川島中学校 2 年 65 ○ 　
25 8 月 7 日 凌雲福祉会 　 16 ○ 　
26 8 月 9 日 藍住町教育委員会 　 57 ○ ○
27 10 月 1 日 リーゼマイトナー・城北高校 　 16 ○ ○
28 10 月 16 日 板野町板野南小学校 6 年 39 ○ ○
29 10 月 17 日 浦川由加さんグループ 　 6 ○ ○
30 10 月 22 日 徳島市八万小学校 6 年 107 ○ 　
31 10 月 23 日 吉野川市牛島小学校 6 年 47 ○ ○
32 10 月 23 日 東みよし町足代小学校 6 年 37 ○ ○
33 10 月 25 日 板野町ふるさと巡行バス 　 25 ○ 　
34 10 月 25 日 シルバー大学 OB 園芸サークル 　 13 ○ 　
35 11 月 7 日 香川古代史の謎を探る会 　 7 ○ 　
36 11 月 7 日 日本 PDA 製薬学会 　 18 ○ 　
37 11 月 13 日 あいポート 　 40 ○ 　
38 11 月 13 日 とくしま「あい」ランド推進協 　 41 ○ 　
39 11 月 13 日 阿波市大俣小学校 6 年 30 ○ ○
40 11 月 13 日 上板町高志小学校 6 年 33 ○ 　
41 11 月 13 日 県シルバー大学徳島校 　 45 ○ 　
42 11 月 16 日 県シルバー大学三好校 　 24 ○ 　
43 11 月 17 日 生協本田会 　 20 ○ ○
44 11 月 19 日 県高校地歴学会 　 20 ○ 　
45 11 月 21 日 鳴門教育大学考古学教室 　 40 ○ ○
46 1 月 29 日 石井町高川原小学校 3 年 59 ○ ○
47 2 月 14 日 徳島市加茂名小学校 6 年 85 ○ 　
48 2 月 17 日 板野町ふるさと巡行バス（春季） 　 27 ○ 　
49 3 月 3 日 鳴門教育大学付属小学校 6 年 110 ○ 　
50 3 月 9 日 吉野川市川田中小学校 6 年 20 ○ ○
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3 　とくしま「いにしえのたから（文化財）」次世代継承事業　徳島のたから速報展
　　「新発見！発掘とくしま」の実施
　埋蔵文化財速報展『2016 発掘とくしま』

　平成 26 年度に発掘した遺跡からの主要な出土品を展示し， その調査成果をいち早く県民に紹介する

とともに， 各種関連行事も実施し， 郷土の歴史に対する理解と認識， 文化財保護意識の向上に努めた。

　　　・実施期間　　平成 27 年 12 月 1 日（火）～ 12 月 20 日（日）

　　　・実施場所　　レキシルとくしま（徳島県立埋蔵文化財総合センター）

　　　・速報展示　　新居見遺跡（小松島市）・田浦遺跡（小松島市）・深瀬遺跡（阿南市）

　　　　　　　　　　黒谷川郡頭遺跡（板野町）川原田遺跡（徳島市）

　　　・関連行事

　　　①講演会・調査成果報告会　　平成 27 年 12 月 19 日（土）　　

　　　　講演『中世の喫茶文化―出土する茶道具とその価値観―』

　　　　講師　降矢　哲男　氏（京都国立博物館研究員）

　　　　報告　新居見遺跡（島田　豊彰　専門研究員）

　　　　喫茶体験　板野高校茶道部

4　徳島県立埋蔵文化財総合センター設立 20 周年記念事業
　(1) 徳島県立埋蔵文化財総合センター設立 20 周年記念式典

　　平成 27 年 11 月 7 日（土）10：00 ～ 11：00

　　飯泉知事・佐野県教育長・板野町長・理事・受賞者・ボランティア・教文課員・財団職員

　　　・愛称公募者表彰式　「レキシルとくしま」記念プレート除幕

　　　・重文「徳島県観音寺敷地遺跡出土品見学」あわっ子文化大使による展示解説

　　　・矢野銅鐸４ｋ動画公開

　　　・参加者数　86 人

　　　②おもしろ古代体験『銭をつくろう』　

　　　・実施日　平成 26 年 12 月 13 日（日）

　　　・参加者数　54 人

喫茶体験風景

式典風景

―　21　―



   (2) 新指定重文「徳島県観音寺・敷地遺跡出土品」特別展示

　　平成 27 年 11 月 3 日（火）～ 11 月 22 日（日）

　(3) 記念シンポジウム

　　平成 27 年 11 月 7 日（土）板野町文化の館　さくらホール

　　『観音寺木簡にみるいにしえ人のこころ－論語木簡と難波津の歌木簡から探る－』

　　　　基調講演１『歌木簡から探るいにしえ人のこころ』

　　　　大阪歴史博物館長　栄原　永遠男　氏

　　　　基調講演２『現代人が求める論語の精神』

　　　　前足利美術館長　　大澤　伸啓　氏

　　　　報告『観音寺・敷地遺跡の調査から重要文化財指定までのあゆみ』

　　　　公益財団法人　徳島県埋蔵文化財センター　事業課長　藤川　智之

　　　　基調講演３『地域が誇る文化資源としての埋蔵文化財』

　　　　文化庁主任文化財調査官　禰冝田　佳男　氏

　　　　パネルディスカッションコーディネーター

　　　　公益財団法人　徳島県埋蔵文化財センター　理事長　福家　清司

　　　・参加人数　100 人　

　(4) 阿波国府関連　史跡バスツアー

　　平成 27 年 11 月 15 日（日）　

　　阿波国分寺・国分尼寺跡・大神神社・観音寺・中王子神社・石井廃寺跡等

　　　・参加者　25 人

5　その他の普及事業
　(1) 埋文 WEB の管理運営

　現地説明会の案内・各種イベント案内・発掘作業員などの募集案内や公益財団法人徳島県埋蔵文化財

センターの活動内容全般を掲載した。

　　　・アクセス数　22,316　

　(2) 埋蔵文化財センター年報の刊行

　　　・埋蔵文化財センター年報 Vol.26 　500 部

　(3) 各種研修の受け入れ

　　①徳島県教育委員会　教職員初任者研修会　

　　県教職員研修課主催の初任者研修の一環として，埋蔵文化財普及業務研修を行った。

　　　・期日 平成 26 年 8 月 5 日（火）・8 月 6 日（水）・20 日（水）・21 日（木）

　　　・研修内容 講義『埋蔵文化財について』『埋蔵文化財センターの業務』

　　　　整理業務・収蔵庫の施設見学， 常設展・企画展見学，普及活動体験

　　　　講義『埋蔵文化財センターの活用方法』
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№ 期　日 内　容 参加者
1 4 月 1 日～ 3 月 31 日 藍住町勝瑞城館跡整備検討委員会委員 福家

2 4 月 1 日～ 3 月 31 日「鳴門の渦潮」世界遺産登録学術調査検討委員会委員 福家

3 4 月 1 日～ 3 月 31 日 あわ文化教育体系化検討委員会副会長 福家

4 4 月 1 日～ 3 月 31 日 徳島の橋を語る会副会長 福家

5 4 月 1 日～ 3 月 31 日 公益財団法人徳島銀行生涯学習財団評議員 福家

6 4 月 1 日～ 3 月 31 日 文化庁埋蔵文化財発掘調査体制等の整備充実に関する調査研究委員会に関する協力者の委嘱 菅原

7 4 月 1 日～ 3 月 31 日 石井町文化財保護審議会委員の委嘱 菅原

8 4 月 1 日～ 3 月 31 日 小松島市文化財保護審議会委員の委嘱 藤川

9 4 月 1 日～ 3 月 31 日 阿波市文化財保護審議会委員の委嘱 大北

10 4 月 22 日～ 23 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」展示設営と実行委員会への出席 

（愛媛県松山市・松山市考古館）
植地・島田

11 5 月 1 日 シルバー大学校 OB 会歴文クラブ講師 福家

12 6 月 10 日他 シルバー大学校大学院講師 福家

13 6 月 18 日～ 19 日 第 36 回全国埋蔵文化財法人連絡協議会総会への出席（長野県長野市） 菅原・藤田

14 7 月 16 日～ 17 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」実行委員会への出席

（高知県南国市・高知県埋蔵文化財センター）
植地・島田

15 7 月 30 日 小松島市ふるさと講座講師 福家

16 7 月 31 日他 シルバー大学校講師 福家

17 8 月 20 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」実行委員会への出席

（高知県南国市・高知県埋蔵文化財センター）
植地

18 8 月 30 日 「長国の埋蔵文化財　弐　旧石器・縄文時代 in 海陽」講師（海部郡海陽町・海陽町立博物館） 氏家

　　　・参加者数　 7 人

　　②徳島県教育委員会　社会科主任研修会

　　徳島県立総合教育センター主催で、社会科担当教員を対象として郷土について学ぶ研修を行った。

　　　・期日　平成 27 年 8 月 4 日（火）～ 5 日（水）・25 日（火）～ 26 日（水）

　　　・研修内容　講義『埋蔵文化財の普及』実習『古代体験の教育的意義』

　　　・参加者数　24　人

　　③職場体験

　　中学生の進路指導の一環として職場体験を行った。

　　　・研修内容　普及業務体験（県立埋蔵文化財総合センター）

　　　・平成 27 年 9 月 28 ～ 29 日（板野中学校 6 人）

　　　・平成 27 年 11 月 19 日～ 20 日（城ノ内中学校 6 人）

　　　・平成 27 年 10 月 14 日（藍住中学校 5 人）

　　④高校生インターンシップ

　　高校生の進路指導の一環としてインターンシップを行った。

　　　・研修内容　普及業務体験（県立埋蔵文化財総合センター）

　　　・平成 28 年 1 月 26 日（火）・27 日（水）（板野高校 6 人）

　(4) 職員の対外活動
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申請様式
資料名等 点数 申請者 利用目的等

開始日 終了日
1 出版物掲載 観音寺遺跡出土 77 号木

簡　観音寺遺跡全景写

真データ

2 株式会社宝島社

担当編集　水沼　純和

『おとなの「論語」入門』に掲載

4 月 16 日 　

2 出版物掲載 菖蒲谷西山 A 遺跡出　

土人物埴輪　写真デー

タ

1 株式会社　平凡社

代表取締役社長　下中美都

『太陽の地図帖　031　諸星大二郎「妖

怪ハンター」の旅』に掲載
4 月 20 日 　

3 展示 大松遺跡出土　貝類　

獣骨　煮炊具
209（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

理事長　福家　清司

エントランス展示『アワコウコ楽の逸

品』における展示
6 月 2 日 7 月 19 日

4 展示 菖蒲谷西山 A 遺跡出土

　人物埴輪等
7（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

理事長　福家　清司

アワコウコ楽デリバリー展示４　徳島

県庁県民ホール展示
5 月 12 日 6 月 12 日

5 実見 トノ町遺跡出土　墨書

土器　磁器皿等
33 阿南市文化振興課

課長　坂東　孝代

『長国の埋蔵文化財』企画展示のため

の事前調査
5 月 27 日 5 月 27 日

6 実見 円通寺遺跡出土　褐釉

陶器四磁壺等
29 牟岐町教育委員会

主事　佐藤　俊祐

『長国の埋蔵文化財』企画展示のため

の事前調査
5 月 27 日 5 月 27 日

7 実見 立江馬渕遺跡出土土師

器等
30 小松島市教育委員会生涯学習

課長　大栗　靖裕

『長国の埋蔵文化財』企画展示のため

の事前調査
5 月 27 日 5 月 27 日

8 出版物掲載 川 西 遺 跡　 遺 構 写 真

データ
2 福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館

館長　畠中　清隆

福井県立一乗谷朝倉氏遺跡資料館特別

公開展のパネル展示に利用
5 月 25 日 　

9 実見・実測・拓本 黒谷川郡頭遺跡出土　

弥生土器等
45 和歌山県立紀伊風土記の丘

館長　水田　義一

平成 27 年度和歌山県立紀伊風土記の

丘特別展に係る事前資料調査
6 月 2 日 6 月 2 日

10 実見 矢野遺跡出土　軒平瓦 1 近畿大学文芸学部

准教授　網　伸也

平安京出土瓦との比較研究

6 月 2 日 　
11 貸出 新居見遺跡土偶・西長

峰遺跡分銅形土製品・

足代東原遺跡動物形土

製品等

89 徳島県立近代美術館

館長　小林　功

開館 25 周年記念『フィギュア展』で

の展示
9 月 16 日 12 月 1 日

12 実見・撮影・試料提供 土井遺跡弥生土器・南

蔵本遺跡木器等
30（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

専門研究員　近藤　玲

『徳島の弥生時代の特質』研究のため

7 月 17 日 　

№ 期　日 内　容 参加者
19 9 月 5 日 「長国の埋蔵文化財　弐　近世 in 阿南」講師（阿南市・阿南市文化会館） 大北

20 9 月 9 日～ 3 月 31 日 鳴門市文化財保護審議委員会 福家

21 9 月 19 日 「長国の埋蔵文化財　弐　長国の官衙 in 小松島」講師（小松島市・小松島市生涯学習センター）藤川

22 9 月 25 日 石井ふるさと講座講師 福家

23 9 月 29 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」実行委員会への出席

（香川県坂出市・香川県埋蔵文化財センター）
植地・島田

24 10 月 8 日～ 9 日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会中国・四国・九州ブロック会議（広島県広島市） 藤田・藤川

25 11 月 6 日 池田高校ゲストティーチャー 福家

26 12 月 10 日～ 11 日 全国埋蔵文化財法人連絡協議会研修会（広島県広島市） 大橋

27 1 月 6 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」実行委員会への出席

（徳島県立埋蔵文化財総合センター）

藤 川・ 植 地・

島田

28 1 月 29 日～ 30 日
第 7 回木簡ワークショップへの出席

（奈良県奈良市・独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所）
藤川

29 3 月 8 日 徳島市倫理法人会モーニングセミナーでの講師 藤川

30 3 月 16 日
四国地区埋蔵文化財センター巡回展「続・発掘へんろ」実行委員会への出席

（徳島県立埋蔵文化財総合センター）

藤 川・ 植 地・

大北・島田

　(5) 考古資料の活用

　利用回数　47 回　利用点数 11,017 点
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申請様式
資料名等 点数 申請者 利用目的等

開始日 終了日
13 出版物掲載 矢野遺跡　突線袈

裟襷文銅鐸　写真

データ

1 有限会社　青垣出版 『古代氏族の研究⑦三輪氏―大物主神

の祭祀者』に掲載
6 月 30 日 　

14 出版物掲載 田井遺跡縄文土器

玦状耳飾・新居見

遺跡土偶写真デー

タ

4 海陽町立博物館館長　岡田　啓 企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

係る印刷物に掲載
6 月 26 日 　

15 貸出 寺 山 遺 跡 白 磁 水

注・中島田遺跡将

棋駒・円通寺遺跡

笄・宮ノ前遺跡擂

鉢等

15（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

担当課長　矢野　修

吉野川市小学校社会科研究会公開研究

授業において利用
7 月 1 日 　

16 出版物掲載 円通寺遺跡報告書

掲載写真データ
7 祖谷山研究会

代表　下川　清

三好市学術文化学会講座に係る資料に

掲載
9 月 30 日 　

17 出版物掲載 立江馬渕遺跡緑由

陶器・田井遺跡玦

状耳飾写真データ

2 小松島市教育委員会

教育長　槇野　和幸

企画展『長国の埋蔵文化財』に係る印

刷物に掲載
6 月 30 日 　

18 実見・撮影　 萩原 1 号墓画文帯

同向式神獣鏡・西

山谷 2 号墳斜縁上

方乍銘獣帯鏡

2 京都大学

馬渕　一輝

修士論文作成のため

7 月 21 日 　

19 出版物掲載 観音寺遺跡出土 70

号木簡写真データ
1 香川県埋蔵文化財センター

所長　真鍋　昌宏

四国新聞『いにしえからのメッセージ』

に掲載
6 月 23 日 　

20 貸出 黒谷川郡頭遺跡　

弥生土器・古城遺

跡　弥生土器等

21 和歌山県立紀伊風土記の丘

館長　水田　義一

平成 27 年度和歌山県立紀伊風土記の

丘秋期特別展における展示7 月 23 日 11 月 30 日

21 出版物掲載 観音寺遺跡出土 65

号 69 号 75 号木簡

写真データ

3（公財）徳島県埋蔵文化財センター

事業課長　藤川　智之

『木簡研究第 37 号』に掲載するため

7 月 14 日 　

22 出版物掲載 矢野遺跡出土　土

製仮面写真データ
1 徳島新聞

社生活文化部　撫養佳孝

郷土文化講座『阿波の祭りと芸能』に

掲載するため7 月 16 日 　
23 実見 矢野遺跡出土縄文

土器等
66 海陽町立博物館長　岡田　啓　

学芸員　郡司　早直

企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

係る事前調査7 月 22 日 　
24 出版物掲載 矢野遺跡出土　突

線袈裟襷文銅鐸写

真データ

1 朝日新聞大阪本社

生活文化部長　山盛　英司

朝日新聞朝刊文化欄『文化の扉』に掲

載するため7 月 26 日 　

25 実見・写真撮影 西山谷２号墳出土

鉄器・蓮華谷古墳

出土鉄器等

36 RYAN JOSEPH 博士論文執筆のため

8 月 10 日 8 月 12 日

26 実見・写真撮影 矢野遺跡出土　縄

文土器
5003 中部大学　長田　友也

文化庁　建石　徹　他 10 名

2016 年横浜市博物館におけるシンポ

ジウムに係る資料調査9 月 11 日 9 月 13 日
27 貸出・出版物掲載 矢野遺跡出土　土

製仮面・田井遺跡

出土縄文土器等

120 海陽町立博物館長　岡田　啓　

学芸員　郡司　早直

企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

おける展示8 月 25 日 9 月 29 日

28 貸出・出版物掲載 立江馬渕遺跡緑由

陶器等
139 小松島市教育委員会

教育長　槇野　和幸

企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

おける展示8 月 17 日 10 月 15 日
29 貸出・出版物掲載 円通寺遺跡出土褐

釉陶器四磁壺等
32 牟岐町教育委員会

教育長　峯野　高明

企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

おける展示8 月 17 日 10 月 15 日
30 貸出・出版物掲載 トノ町遺跡出土墨

書土器　磁器皿等
33 阿南市文化振興課

課長　坂東　孝代

企画展『長国の埋蔵文化財　弐　』に

おける展示8 月 25 日 10 月 1 日
31 実見 深瀬遺跡出土水銀

朱・矢野遺跡出土

朱彩双耳壺等

4 河野　摩耶

文化庁　建石　徹　他

朱の資料調査及び産地推定のための調

査9 月 11 日 9 月 13 日
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申請様式
資料名等 点数 申請者 利用目的等

開始日 終了日
32 出版物掲載 観音寺遺跡出土 69

号木簡写真データ
2 NHK 出版　奥村　真紀 NHK テレビテキストに掲載するため

9 月 25 日
33 出版物掲載 矢野遺跡出土土製

仮面等　写真デー

タ

3 徳島市教委教育長　石井　博

徳島市シルバー人材センター

理事長　森本　勝

企画展「FACE －表情の考古学―」に

おけるパネル展示等のため8 月 25 日 　

34 貸出 大代古墳出土埴輪 17（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

理事長　福家　清司

アワコウコ楽デリバリー展示キョーエ

イ鳴門駅前店展示のため9 月 19 日 　
35 実見・撮影・実測・拓本 河辺寺跡出土瓦 33 吉野川市教委　教育長　石川　邦彦　

生涯学習課　井形　玲美

「大日寺跡発掘調査報告書」作成に係

参考資料調査のため10 月 1 日 　
36 放送 観音寺遺跡出土 69

号７０号木簡写真

データ

2 ＣＮインターボイス NHK　Ｅテレ「趣味どきっ！」におけ

る放送11 月 4 日 　

37 出版物掲載 観音寺遺跡出土 77

号木簡写真データ
1 株式会社山川出版社

代表取締役　野澤　伸平

書籍「文学の日本史Ⅰ古代」に掲載

11 月 2 日 　
38 貸出・出版物掲載・実見 矢野遺跡出土土製

仮面
1 松山市考古館 松山市考古館特別展「あつまれ！古代

のかお」において展示1 月 30 日 3 月 21 日
39 出版物掲載・撮影 蓮華池遺跡出土家

形埴輪写真データ
1 板野町長　玉井　孝治 板野町広報紙『いたの　すがお』に掲

載11 月 17 日 　
40 貸出 寺山遺跡埋納銭等 3760（公財）徳島県埋蔵文化財センター　

理事長　福家　清司

アワコウコ楽デリバリー展示徳島県庁

県民ホール展示のため11 月 13 日 12 月 18 日
41 実見 矢野遺跡・カネガ

谷遺跡出土鉄器
52 日鉄住金テクノロジー株式会社　

鈴木　瑞穂

弥生時代の鍛造鉄器調査のため

12 月 10 日
42 実見・写真撮影・実測 松遺跡　土器石器

等
886 徳島市教育委員会　西本　沙織 個人研究のため

1 月 22 日
43 その他（放送）黒谷川郡頭遺跡　

調査写真データ
4（株）イースト・エンタテイメント

渡邉　清太

BS フジ放送番組「超人空海」の中で使

用するため1 月 18 日
44 出版物掲載 矢野遺跡出土縄文

土器写真データ
1 毎日新聞社徳島支局

数野　智史

発掘へんろ展紹介記事掲載

1 月 20 日
45 出版物掲載 蓮華池遺跡出土須

恵 器 器 台　 写 真

データ

1 株式会社集英社

第 2 編集部長　田中　裕則

『学習まんが　日本の歴史』第 1 巻に

掲載2 月 20 日

46 実見・写真撮影・実測 大代古墳出土埴輪 280 香川県埋蔵文化財センター

蔵本　晋司

四国における古墳時代前期から中期の

埴輪研究3 月 13 日
47 その他 河辺寺跡出土　瓦

等写真データ
4 吉野川市

市長　川真田　哲哉

吉野川市指定史跡に設置する説明版に

記載3 月 10 日

団体名 人数 貸出日 教材名

1 美馬市教育委員会 180 4 月 21 日 教材セット１・２・巻物

2 徳島市城西中学校 80 5 月 11 日 巻物

3 四国大学 40 5 月 22 日 教材セット・巻物

4 藍住東中学校 200 6 月 8 日 教材セット・巻物

　(6) 教材等の貸出

　移動教材セット等の貸出状況　5 回
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種 団体名 人数 実施日 内容
1 小 徳島市論田小学校 50 4 月 14 日 午前 移動教材セット・PPT
2 小 吉野川市山瀬小学校 51 4 月 17 日 午前 移動教材セット・PPT・勾玉
3 小 阿南市桑野小学校 17 4 月 16 日 午後 移動教材セット・PPT
4 小 阿南市桑野小学校 17 4 月 28 日 午前 勾玉
5 小 徳島文理小学校 50 4 月 24 日 午前 移動教材セット・PPT・火おこし
6 小 徳島市八万小学校 100 5 月 1 日 午前 移動教材セット・PPT
7 小 阿波市市場小学校 39 4 月 27 日 午前 移動教材セット・PPT・火おこし
8 小 吉野川市知恵島小学校 19 6 月 17 日 午前 移動教材セット・PPT・勾玉
9 高 池田高校 30 5 月 29 日 午前 移動教材セット・PPT

10 中 鳴門市大麻中学校 98 5 月 31 日 午前 移動教材セット・PPT
11 小 阿南市福井小学校 15 6 月 12 日 午前 移動教材セット・PPT・勾玉
12 小 石井町高川原小学校 56 6 月 19 日 午前 ドロメンコ
13 小 吉野川市山瀬小学校 26 7 月 1 日 午後 研究授業・GT・講師
14 公 つるぎ町教育委員会 30 7 月 20 日 午前 勾玉つくり
15 小 上板町神宅小学校 20 6 月 29 日 午前 移動教材セット・PPT
16 小 松茂町長原小学校 5 7 月 2 日 午前 移動教材セット・PPT
17 小 阿南市桑野小学校 17 7 月 6 日 午前 縄文土器づくり
18 小 藍住町藍住南小学校 128 9 月 2 日 午後 移動教材セット・PPT
19 小 海陽町海部小学校 7 7 月 13 日 午前 移動教材セット・PPT
20 公 阿南市公民館 42 2 月 20 日 午前 勾玉つくり
21 小 吉野川市種野小学校 7 1 月 28 日 午前 勾玉つくり
22 小 石井町石井小学校 8 9 月 16 日 午後 勾玉つくり１
23 小 石井町石井小学校 8 10 月 14 日 午後 勾玉つくり２
24 小 石井町石井小学校 8 10 月 21 日 午後 勾玉つくり３
25 小 鳴門市大津西小学校 35 10 月 27 日 午前 勾玉つくり
26 公 阿南市領家町公民館 28 12 月 21 日 午前 勾玉つくり
27 公 阿南市学原町公民館 28 2 月 12 日 午前 勾玉つくり
28 公 鳴門市大津中央公民館 30 1 月 24 日 午前 埴輪つくり成形
29 公 鳴門市大津中央公民館 25 3 月 12 日 終日 埴輪つくり焼成
30 小 石井町石井小学校 8 1 月 20 日 午後 火おこし
31 公 阿南市中野島公民館 28 ３月 1 ４日 午後 勾玉つくり

(7) 出前授業・体験等の実施　31 回（参加者　1,030 人　70 時数）
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